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厚生労働科学研究

「公衆衛生医師の人材育成に向けた好事例の
横展開に向けた研究」（令和4年度）
立ち上げの背景

• COVID-19のまん延は、保健所を中心とした健康危機管理の重
要性を浮き彫りに

• この業務を担う公衆衛生医師確保や人材育成は、長年の懸案
• 全国保健所長会によるキャリアパスに関するセミナー
（「地域保健総合推進事業」平成23年度～）

• 事業成果として「自治体における公衆衛生医師の確保・育成の
ガイドライン」を策定（平成29年度）

• 保健所医師の欠員、保健所長の兼務状態はいまだ解消せず
• 近年、感染症や自然災害発生時の対応など、地域保健が直面
する重大事案が続発し、公衆衛生医師のコンピテンシーの更
なるアップグレードも要する





今後の取り組み紹介

公衆衛生ウィンター
セミナー2022

オンライン開催

開催日：2022年12月
17日(土)13:30₋16:30



厚生労働科学研究

「公衆衛生医師の人材育成に向けた好事例の
横展開に向けた研究」（令和4年度）
研究班メンバー

役 割 氏 名 所属機関

研究代表者 町田 宗仁 国立保健医療科学院
分担研究者 武智 浩之 群馬県利根沼田保健福祉事務所
分担研究者 名越 究 島根大学

分担研究者 藤井 仁 目白大学
分担研究者 宮園 将哉 大阪府健康医療部
分担研究者 山本 長史 北海道渡島総合振興局（渡島保健所）

分担研究者 横山 勝教 香川県東讃保健福祉事務所
分担研究者 吉田 穂波 神奈川県立保健福祉大学大学院
研究協力者 尾島 俊之 浜松医科大学

研究協力者 杉山 雄大 筑波大学

この類の課題で、全国保健所長会メンバーが、班構成の多
くを占める研究班は、ここ20年間で初めて

（出典：厚労科研データベース）



厚生労働科学研究

「公衆衛生医師の人材育成に向けた好事例の
横展開に向けた研究」 （令和4年度）
研究班の活動目的

1. これまでの人材確保から育成までの取組について調査
結果をレビュー → 「月刊公衆衛生情報」掲載予定

2. 各地での確保や人材育成の好事例を収集

3. コロナ対応を経ての公衆衛生医師に求められる能力、
保有すべきコンピテンシーの分析

4. 公衆衛生医師志望者の新規開拓に向けた、若手医師や
医学生に公衆衛生業務に関する意識調査

5. 公衆衛生医師の人材育成方策の横展開を推進するた
めの動画などコンテンツ作成



４．公衆衛生医師志望者の新規開拓に向けた、若手
医師や医学生に公衆衛生業務に関する意識調査

１） 医学部学生（5校・約500名）

• 公衆衛生や実習の関心度
• 公衆衛生キャリアに関する効果的なＰＲ方法

２） 国立保健医療科学院

① 臨床研修専攻科の修了生（臨床研修医の「地域医療」）（約60名）

② 40代以下の「保健所長研修」修了生（約30名）

• キャリアパスに対する希望
• 公衆衛生医師になるための条件となる職務環境など



各シンポジストより本日の話題
これでいい！？若手公衆衛生医師のキャリアと育て方

• 「行政機関の医師が持つべき専門性・スペシャルティの育成
方法の模索」

（大阪府 宮園将哉先生：代理 北海道 山本長史先生）

• 「職員育成に理解のある環境」
自治体内での公衆衛生医師への理解を深めることの重要性
～確保、育成、定着 （群馬県 武智浩之先生）

• 「臨床医から社会医学系専門医へ〜行政7年目で見えてきた
新しい世界、新しい自分」 （広島市 平本恵子先生）

• 「これからの国としての確保、育成施策について」
（厚労省健康局 高橋宗康先生）


